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■入るべくしてSGDへ
　構造家の揚原茂雄さんは，1975年東京生まれ。
小学校のとき，自宅新築工事の建築模型を見て建築
の面白さを感じたそう。厳しい父親は絵描きになる
ことは反対したが，「建築を志す」ことは応援して
くれた。大学2年生のときに，同級生の佐藤裕美さ
んに誘われて始めたのがSDGでのアルバイト。SDG
はすべての作品で構造模型を製作していて，アルバ
イトを中心に自分たちで考えて模型をつくりながら
構造が学べた。また，バイト代も高く「構造設計事
務所はなんと凄いのか！」と楽しい日々を過ごした
のでした。その中で，東京フォーラムの模型を見な
がら渡辺先生から形態を導き出した理由を教わった
ことは，「構造デザイン」に出会い，構造設計を生
業として生きていくことを決めるほど衝撃だった。
学生時代に，自分の方向性を見出してくれた渡辺先
生に今でも感謝しています。SDGの構造デザインは
力学的な理由だけで形態を決めるのではなく，渡辺
邦夫一個人の「思想の構造」だという揚原さん。そ
の後，SDGに入所することになるのでした。
■韓国・中国での足掛かり
　入所当時のSDGは，海外に目を向け始めたころだっ
た。しかし，韓国のソウルワールドカップスタジアム
のコンペでは，現地派遣を希望するスタッフがおらず，
渡辺先生から「明日から行ってくれるか？」といわれ，
翌々日にソウルに向かうのでした。韓国語は話せなっ
たが，模型づくりの腕を見込まれての派遣だったと振
り返る。ソウルの事務所に3か月缶詰状態で仕事をし
て帰国。その後も海外プロジェクトがあれば自ら志願
して現地に赴き，足掛け2年間，ソウルや蔚山市での
生活を体験します。その中で，中田琢史さんから構造
デザインを，福田典史さんからは構造設計を学んだと
いいます。両極端の二人の下で仕事をできたことは，

かけがえのない経験となったのでした。
　黙 と々構造設計に取組み実績をつくり，韓国語もマ
スターしたというから，語学の才もお持ちの揚原さん。
海外プロジェクトで協働した現地の設計者たちは今で
は出世して実権を握っている人も多いとか。そのつな
がりもあって，現在でも韓国の仕事も多いそうです。
　韓国だけでなく，上海旗忠森林体育城テニスセンタ
ーで1年，佛山市岭南明珠体育館で1年と，中国の生
活も経験した。中国では役所が決めた地元の設計集
団と協働したが，皆優秀で責任感が強いために，最初
は見解の相違から衝突し，アンビルドとなったプロジ
ェクトもあったといいます。ただ，力学は万国共通。
対話を続けることで互いを尊重できる関係を築けたそ
うです。揚原さんの自然体での人との付き合いは，中
国でも友人の輪を広げ太い絆をつくったのでした。
■世界で新しい刺激を受けたい
　人・食・文化・建物・設計手法などの新しい出会
いが海外での仕事の楽しさ。昨今のコロナ禍で海外
出張がなくなり，気分が落ちてしまっている揚原さ
んだ。テレビ会議での，コミュニケーションは増え
たが，構造模型を生でみる感動を上手く伝えられず，
共有できない。時には模型を郵送しているそうだ。
　揚原さんは，若い設計者達が集まる新宿のシェア
オフィスに机を置かせてもらい，Structural NETを開
設している。CO2削減の観点から，海外から木造の問
い合わせが増えた。日本ではまだ少ない，大波コル
ゲートの大空間にもチャレンジしている。妻任せだっ
た息子たちとの日常を取り戻せているのが嬉しい。キ
ャンプをしたり，恵みの時間になっている。小気味よ
い語りと明るい笑い声で，日本人建築家の世界進出
を助太刀する構造家の枠を超える人なのです。
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引き続き「系の家」についてである。この住宅の
構想と，構造計画と設備計画の統合によって得られ
るものは，具体的には何であったのであろうか。
統合によって得られたものの一つは，熱源からダ
イレクトに，また一度室内に放出された熱を間接的
にも受け止めるコンクリートの躯体，つまり圧倒的
な体積の，そしてきわめて効率の高い蓄熱体であ
る。本誌2022年5・6月号で述べたように，この建
物の外壁と屋根はコンクリート打放しのままの状態
で，一切仕上げなどの手は加えられていない。床ス
ラブも同様にコンクリート打設のみである。室内を
剥き出しコンクリートの荒々しい仕上げで構成した
こと，それは建設コストの高騰によってではある
が，結果として構造計画と環境計画をダイレクトに
統合するものとして功を奏した。
⦿軽井沢の別荘設計で得たもの

もともと筆者には大学，大学院を出てからの就職
経験や就業した経験がない。大学院を飛び出して実
績もないまま，いきなり設計事務所を立ち上げて，
小さく，そして数少ない仕事を丁寧にこなしてい
た。今考えると，まったくもって無謀である。そん
な設計のスタートであったから，目の前にある仕事
には何でも飛びついていた。
そして，筆者にも多少は仕事が増えていったきっ
かけは，軽井沢における別荘の設計依頼だった。軽
井沢という場所は避暑地として有名であるが，それ
だけに夏と冬の気温差は大きく，一年を通じて快適
な空間を設計することは，実は意外に難しい。特
に，冬の外気温はマイナスとなることも多々であ
る。そんな場所での設計経験では，意匠的な設計提
案とともに，環境配慮と設備計画の兼ね合いがすべ
て同時に解けている必要が常に求められていた。
特に難しいのは，厳冬期の，別荘利用開始時の空

調立ち上がりについてである。別荘は短期間の使用
が多いとはいえ，求められる快適性は高く，床暖房
を採用することが多かった。しかし，床暖房は立ち
上がりが遅く，また蓄熱体自体が冷えていると，非
常に効率が悪いことに頭を悩ませていた。この問題
自体は，実は今もうまく解決していない。
⦿蓄熱体としてのコンクリートの発見

一方，都心で設計している住宅でもまったく同じ
環境問題を解く必要があった。それは気温としては
逆方向の，つまり夏の高気温のもとでの設計仕様は
どうあるべきか，である。近年における真夏の東京
は36℃を超えることもあり，時には40℃を超える
日も続く。しかも，多くの家庭が夫婦共働きであ
り，不在時間も長く，室内をクーラーで冷やしても
その冷熱は空間内に滞らない。
この熱を効率よく蓄熱できれば，建築単体の性能
アップはもとより，都市環境の向上にも寄与が可能
である。重要なのは熱を留めること，蓄えることだ
った。その思考の流れの上で，一番近くにあったの
がコンクリートの躯体だった。
それを想起以来，案を暖めていたが，この実験住
宅ではコンクリートの室内表面に仕上げを施さず，
ダイレクトに熱を吸収させ，そして外壁面は75mm
厚，屋根面は100mm厚の高効率の断熱材でコンク
リートそのものを魔法瓶のように包み込んでしまう
ことによって，年間を通して温度変化の少ない環境
を設計，構造計画と環境計画の統合を図っている。
今後の課題としては，室外機などから外に排出さ
れる熱への対策があると考えている。ヒートアイラン
ド現象の大きな原因であって，単体の建築ごとに
各々が好き勝手に熱を排出している状況は非常に
由々しいことである。この実験住宅の，次回の設備更
新時の大きなテーマとなる。�（えんどう　かつひこ）
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「統合」という概念－6


